
 

 

 

【芦塚会⾧・鶴田幹事】 

本日は、東京秋川 RC の植松君、ご来訪ありがとうございます。会員卓

話で渡邉君よろしくお願いします。困った時の「渡邉君」という事で今

後もよろしくお願いします(笑)（５） 

【中瀬君】本日の渡邉雅大君の衛星クラブの説明と併せて「弁護士と職

業奉仕」についての卓話楽しみです。久しぶりに SAA としての司会を

務めさせていただきます。（１） 

【伊達君】野鳥研究科でヨットマンの東京秋川 RC の植松君ようこそ！また海で会いましょう。 

会員卓話の渡邉君、普段聞けない話多く聞かせて頂きました。第１回卓話ありがとうございます。

将来、以来の際、宜しくお願いします。（１） 

【為永君】東京から植松様、ようこそいらっしゃいました。お誕生日のお祝いをいただきありが

とうございました。ちなみに今日が誕生日です。健康に気を付けます。（２） 

【太田君】渡邉君、素晴らしい卓話ありがとうございました。また、本年も引き続き衛星クラブ

立ち上げまでご協力よろしくお願いいたします。（１）合計 10,000 円 累計 285,025 円 
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１． 真実かどうか 

２． みんなに公平か 

３． 好意と友情を深めるか 

４． みんなのためになるかどうか 言行はこれに照らしてから 
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幹事報告■地区・神埼ロータリークラブ事務局移転のご連絡 

・台北国際大会通信 Vol.3（2025 年 10 月号） 

・END POLIO NOW ニュースレター：2025 年 10 月 

■他団体・11/1（土）向陽高等学校文化祭のご案内 

・11/15（土）令和７年度自衛隊合同記念行事へのご招待（芦塚） 

■今後の予定について【クラブ】 

・11/4（火） 第１例会 12:30～13:30 ⾧崎インターナショナルホテル 

・11/10（月）地区大会登録料等口座引落し  

【個人負担額】登録料：4,000 円 晩餐会：15,000 円 懇親会：7,000 円 

・11/11（火）第２例会 12:30～13:30 ⾧崎インターナショナルホテル人参棟 

・11/18（火）第３例会 12:30～13:30 ⾧崎インターナショナルホテル 

・11/25（火）第４例会 18:30～19:30 梅が枝荘 

10 月第３例会（10 月 21 日）出席率 76.9％修正出席率（10 月 7 日）76.3％ 
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202５～202６年度 国際ロータリーテーマ 

『よいことのために手を取りあおう』 RI 会長 フランチェスコ・アレッツォ 

202５～202６年度 大村ロータリークラブテーマ 

私が変える！変化とチャレンジ！ 

皆様、こんにちは。本日も、お忙しい中、定例会にご参加頂き有難

う御座います。 

今日は少し身近な話題から始めたいと思います。 

実は、昨日、私の次女がカナダのトロントから帰国します。 

トロントといえば、世界でも有数の多文化都市です。街を歩けば、

インド系、中国系、中東系と、さまざまな人種・文化が入り混じっ

ています。しかし同時に、治安の悪化や薬物中毒者の増加といった

問題も深刻だそうです。娘も「街のあちこちに薬物の影響を受けている人たちがいる」と話して

いました。多様性は本来、社会の豊かさを生むものですが、管理や教育、受け入れ体制が追いつ

かないと、社会のバランスが崩れてしまう。これは、いま日本が直面しつつある「外国人移民問

題」とも重なります。政府は労働力不足を背景に、外国人労働者の受け入れを拡大しています。

しかし一方で、地域社会での摩擦や文化的ギャップが表面化していることも否めません。「人手

不足解消」という経済的メリットの裏に、「共生」という難題が潜んでいるわけです。 

ヨーロッパでも同じような課題が見られます。特に印象的なのが、スウェーデンの事例です。 

スウェーデンといえば、かつて「人道大国」として知られ、寛容な難民受け入れを国是としてい

た国です。2015 年のシリア難民危機の際、当時の首相は国民に「心を開いて」と呼びかけ、人口

比で欧州最多の難民を受け入れました。 

ところが、わずか 10 年で状況は一変しました。大量の難民流入後、社会統合が進まず、移民コミ

ュニティと主流社会の分断が深刻化したのです。低所得の移民居住地域ではギャング暴力や組織

犯罪が急増し、銃撃事件や爆発事件が頻発するようになりました。高福祉国家であるスウェーデ

ンの社会保障制度も、財政的に圧迫されました。 

こうした状況を受けて、2022 年の選挙では極右政党が躍進し、右派連立政権が誕生しました。そ

して現在、スウェーデン政府は難民受け入れ政策を 180 度転換し、年間の受け入れ数を従来の

5,000 人から 900 人へと約 80%も削減しました。さらに、2026 年からは移民の自主的な出国を

促すため、最大 500 万円の一時金を支給する制度まで導入する予定です。 

2024 年には、数十年ぶりに出国者数が入国者数を上回る見込みだといいます。「心を開いて」難

民を受け入れた市民の多くが、政府の急激な政策転換に「裏切られた」と感じているそうです。 

この話を聞きながら、私は改めて「地域の力とは何か」を考えました。 



ロータリークラブの理念のひとつに「世界理解と平和の推進」があります。異なる文化を理解し、

共に生きるということ。それは、国の政策や制度だけではなく、私たち一人ひとりの意識から始

まるものです。 

スウェーデンの事例が示しているのは、「受け入れ」だけでは不十分だということです。大切な

のは「統合」、つまり受け入れた後に、いかに共に生きる社会を築いていくかという継続的な努

力です。例えば、挨拶や助け合い、地域のつながり。そうした「人と人の関係の温度」を保つこ

とが、治安や秩序を守る根っこになるのではないでしょうか。制度や法律だけでは解決できない

問題を、日々の小さな関わりの中で支えていく。それが地域の力だと思います。 

娘がカナダで体験した「多様性の光と影」、そしてスウェーデンが直面した「理想と現実のギャ

ップ」から、私たちも「地域の安心」「人との関係」を見つめ直す。そんなきっかけにしたいと

思います。多様性は社会の豊かさですが、共生には努力が必要です。地域の安心は、人との関係

性から生まれます。ロータリアンとして、地域のつながりを大切にしながら、今日から私たちが

できることを考え、実践していきましょう。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

貴重なお時間をいただき恐縮です。本日は、弁護士と職業奉仕と題

してお話をさせていただきます。 

私のプロフィールはすでにご承知かと存じますので割愛します。 

大村市在住、弁護士 10 年目となります。 

まず、弁護士の使命、職責についてお話します。 

この点については、実は法律に規定があります。 

弁護士法第１条１項には、「弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正

義を実現することを使命とする。」と、また、同法第２条には、「弁

護士は、常に、深い教養の保持と高い品性の陶やに努め、法令及び

法律事務に精通しなければならない。」とあります。 

このように、弁護士の根幹となる使命や職責は法文化されており、各弁護士がこれに従うことと

なっていることは、この仕事の大きな特徴といえるでしょう。 

では弁護士は具体的にどのような仕事をしているのでしょうか。 

大きく分けると、次のとおりです。 

示談交渉 

 （友好的または敵対的）相手方との交渉 

争訟手続 

 裁判、調停、行政不服審査など 

法律調査 

 意見書、報告書等の作成 

リーガルチェック 

 契約書等の内容確認、修正 

会員卓話 「弁護士と職業奉仕」    渡邉 雅大 君 

これらの仕事は、いずれも、「当事者その他関係人の依頼又は官公署の委嘱」（弁護士法第３条１

項）、すなわち法律相談から始まります。 

つまり、法律相談により信頼を得て、依頼をうけることになるわけです。 

では、どのようにして信頼を得るのか。これが弁護士業務に最も大切なスキルになります。 

このスキルを磨くには、とにかく考え、実践し、鍛錬していくほかないと思います。 

私もまだ鍛錬の途中であり、これが正解だという真理にたどり着いていません。 

詳細は時間がないので省きますが、私なりの心得をスライドに載せておきます。 

話は変わりますが、私たちの仕事はその性質上、特殊なルールがあります。 

そのルールは、日本弁護士連合会の内部規程で定められています（弁護士職務基本規程）。 

弁護士はこれに従わなければ、懲戒の対象となってしまいます。 

例えば、①秘密の保持（いわゆる守秘義務）、②職務を行い得ない事件、③依頼者の正当な利益の

実現、④違法・不正行為の禁止（その助⾧も対象）などです。 

これらのルールから、業務遂行上、次のような点に細心の注意を払う必要があるわけです。 

①たとえ友人、知人、紹介者等であっても、相談者、依頼者及びその相手方等の情報を漏らして

はならない 

②当事者両名から相談・依頼を受けられない、相談時に事前に当事者の氏名、事案概要を確認す

る必要がある 

③「依頼者」の権利・利益の獲得・維持を追求することが第一次的な方針となる 

④違法・不正とならない範囲で業務を遂行し、目的を実現しなければならない 

特に②については皆様にご理解いただくことが難しいこともあり、説明に苦慮することもしばし

ばあります。 

豆知識として覚えておいていただければ、いずれ役立つ日が来る…かもしれません。 

ここで、簡単な事例として【事案１】【事案２】を紹介します。 

皆様が弁護士だった場合、どのように対応するでしょうか。 

私なりの答えはありますので、気になる方はお問い合わせください。 

最後に、私が仕事上意識している考え方をお話します。 

スライドにいくつか載せてありますが、あえて３つに絞るとすれば、 

ア 「ルールに則る」こと 

イ 相手ありき、と割り切る（大事なのは「制御可能か」） 

ウ 依頼者第一であること 

といったところでしょうか。 

イに関していえば、自論ですが、「相手を変える、何かをさせる」ことを「目的」とすることは可

能であっても、「手段」とすることは不可能か非常に困難です。 

どんな社会や環境でも自分だけがコントロール可能なのだと理解した上で、「自分が何をできる

か」を追求することが肝要なのです。 

この考え方は、ロータリーの理念にも通じるものといえます。立場や財力を利用するだけで他人

に何かをさせるのではなく、各会員が「自分のできること」を積み重ねて、結果としてよりよい

世界、社会を目指すことこそ、私たちロータリアンのあるべき姿ではないでしょうか。 

以上です。ご清聴ありがとうございました。 

 


